
イオンモールのビジネスモデル  P.15

イオンモールステークホルダー

価値創造プロセス
2030年ビジョン

当社ならではの強みを活かした
経営資源戦略を実行

中長期定量目標を掲げ、 
持続的成長に向けた施策を実行

ライフデザインディベロッパーと
して培ってきた総合力を強みに、
地域と共創し発展していく

開発から運営まで一気通貫で事業を行い、地域に根ざし、共創することで地域と共に発展

イオンモールの強み　  P.17

従業員 株主・
投資家

NPO・ 
NGO

お客さま 地域社会 取引先・
パートナー

デジタル化の進展 日本の少子高齢化気候変動の激化 生活様式の変化世界人口増加問題 ECコマースの拡大

外部環境とリスク・機会

多彩な価値を
提供するモールを

運営

ニーズに
的確に応える
モールを開発

日本 中国

マテリアリティ

アセアン

INPUT
2021年度実績

事業活動 OUTPUT
2022年度実績

OUTCOME

成長を支える資金の創出と調達

財務資本
•  EBITDA：1,019億円
•  自己資本比率：28.5%
•  ネットD/Eレシオ：1.6倍
•  ESG債発行額：200億円

圧倒的な事業規模と集客力

製造資本
•  拠点数： 国内172、海外36
•  総賃貸面積（GLA）：10,351千㎡
•  設備投資額：1,222億円

成長を担う人材の多様性

人的資本  ※ 単体ベース
•  従業員数：1,939名
•  女性管理職比率：19.4％

地域と共生する持続可能なモール

知的資本
•   地域情報、購買情報、商業施設の運
営ノウハウ、地域とのネットワーク

地球環境の保全

自然資本
•  エネルギー使用量：127,251kl 
（原油換算kl）

自然資本
•  再生可能エネルギー創出量：

79,887MWｈ
•  エネルギー使用削減率 ： 

97.6％（前年比）
•  再生可能エネルギー100％モール数：

11モール
•  いきもの共生事業所®認証（ABINC
認証）取得モール数：15モール

知的資本
•  サービス・運営　安全・安心・快適
なモール
•  SC経営士 資格保有者：53名

人的資本
•  ワークライフバランスの実現
•   女性管理職比率：20.4% 
（前年比1.0%アップ）

製造資本
•  防災拠点数：43モール
•  WELL Health-Safety Rating取得
•  GRESBリアルエステイト評価　 

4スター受賞

財務資本
•  営業利益：439億円
•  EPS成長率：△27.6％
•  純有利子負債EBITDA倍率：6.0倍 
•  ROIC：2.5％

地域のニーズに応える強固なネットワーク

社会・関係資本
•  国内年間来店客数：約10億人
•  専門店企業数：約8,000社（専門店
企業とのネットワーク、モール運営
ノウハウ）
•  イオンモールアプリ 
ダウンロード数：約750万DL

社会・関係資本
•  CS調査結果
•  サプライヤー調査
•  地域活性化：地域ローカライズ累計
企画数1,714回　

コーポレート・ガバナンス  P.70

2023ー2025 中期3カ年経営計画  P.23

 P.18

共創

経済価値

  地域共創により創出した
利益

  地域の経済への貢献 
（雇用・税収創出）

社会価値

  地域課題の解決・発信
  地域に暮らす一人ひとり 
の自己実現

  不安や孤独に寄り添う 
セーフティネット

環境価値

  地球環境との共生、 
地域基盤の形成

 P.09次年度の経営資源（INPUT）として活用

地域・
インフラ開発 地域とのつながり 環境

（気候変動・地球温暖化）
ダイバーシティ・ 
働き方改革

責任ある
ビジネスの推進

イオンモール 統合報告書 202314
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16 イオンモールの事業（国内・海外）

17
価値創造ストーリー
（強みと経営資源戦略）

18
イオンモールの重要課題
（マテリアリティ）選定理由と方針

20 ステークホルダーエンゲージメント

価値創造


